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(57)【要約】
【課題】使用されている音響マッチング部材の種類を考
慮して好適な放射線画像の撮影を行うことができる、医
用撮影装置、管電圧設定装置、撮影制御方法、及び撮影
制御プログラムを提供する。
【解決手段】医用撮影装置１０は、乳房Ｎを圧迫する圧
迫板３２と、乳房Ｎに放射線Ｒを照射する放射線射出部
２５と、を備え、乳房Ｎの放射線画像の撮影及び超音波
画像の撮影が可能である。制御部４０は、乳房Ｎの超音
波画像の撮影を行う場合に圧迫板３２と乳房Ｎとの間に
挿入される音響マッチング部材５０の種類を表す種類情
報を取得する。制御部４０は、乳房Ｎの放射線画像の撮
影のみを行う場合に放射線射出部２５の管電圧を第１の
管電圧に設定し、乳房Ｎの放射線画像の撮影と超音波画
像の撮影とを音響マッチング部材５０を挿入したままで
連続して行う場合に取得された種類情報を用いて放射線
射出部２５の管電圧を第１の管電圧とは異なる第２の管
電圧に設定する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乳房を圧迫する圧迫板と、
　前記乳房に放射線を照射する射出部と、
　を備える、前記乳房の放射線画像の撮影及び超音波画像の撮影が可能な医用撮影装置で
あって、
　前記乳房の前記超音波画像の撮影を行う場合に前記圧迫板と前記乳房との間に挿入され
る音響マッチング部材の種類を表す種類情報を取得する取得部と、
　前記乳房の前記放射線画像の撮影のみを行う場合に前記射出部の管電圧を第１の管電圧
に設定し、前記乳房の放射線画像の撮影と前記超音波画像の撮影とを前記音響マッチング
部材を挿入したままで連続して行う場合に前記取得部により取得された前記種類情報を用
いて前記射出部の管電圧を前記第１の管電圧とは異なる第２の管電圧に設定する設定部と
、
　を備えた医用撮影装置。
【請求項２】
　前記設定部は、前記種類情報により表される種類に応じて、前記射出部の放射線管から
射出される放射線の線量をさらに設定する、
　請求項１に記載の医用撮影装置。
【請求項３】
　前記設定部は、前記音響マッチング部材の種類と前記放射線の線量または前記線量の補
正値との対応関係を表す情報に基づいて、設定する線量を決定する、
　請求項２に記載の医用撮影装置。
【請求項４】
　前記音響マッチング部材は、前記種類情報に応じたマーカが付与されており、
　前記マーカを撮影する撮影部をさらに備え、
　前記取得部は、前記撮影部が撮影した前記マーカの画像に基づいて前記種類情報を取得
する、
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の医用撮影装置。
【請求項５】
　前記音響マッチング部材は、前記音響マッチング部材とは放射線の透過率が異なり、か
つ前記種類情報に応じたマーカが付与されており、
　前記取得部は、前記マーカに前記射出部から放射線を照射させて撮影された前記マーカ
の放射線画像に基づいて前記種類情報を取得する、
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の医用撮影装置。
【請求項６】
　前記音響マッチング部材は、前記種類が前記射出部から射出された放射線が透過する前
記音響マッチング部材の部分の厚みに応じて定められている、
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の医用撮影装置。
【請求項７】
　前記設定部は、前記音響マッチング部材の種類と前記放射線の管電圧または前記管電圧
の補正値との対応関係を表す情報に基づいて、設定する管電圧を決定する、
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の医用撮影装置。
【請求項８】
　前記管電圧または前記管電圧の補正値は、前記音響マッチング部材を透過して乳房に入
射する放射線の半価層を、前記音響マッチング部材を透過せずに乳房に入射する放射線の
半価層と同一とするものである、
　請求項７に記載の医用撮影装置。
【請求項９】
　前記乳房の放射線画像の撮影と前記超音波画像の撮影とを前記音響マッチング部材を挿
入したままで連続して行う場合に、さらに前記圧迫板と前記射出部との間に、前記音響マ
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ッチング部材と異なる音響マッチング部材が設けられた場合、
　前記取得部は、前記異なる音響マッチング部材の種類を表す種類情報をさらに取得し、
　前記設定部は、前記取得部により取得された前記音響マッチング部材の前記種類情報及
び前記異なる音響マッチング部材の前記種類情報を用いて前記射出部の管電圧を設定する
、
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の医用撮影装置。
【請求項１０】
　前記圧迫板は、前記乳房の放射線画像の撮影と前記超音波画像の撮影とを前記音響マッ
チング部材を挿入したままで連続して行う場合、前記放射線画像の撮影及び前記超音波画
像の撮影が終了するまで前記乳房を圧迫させた状態のままである、
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の医用撮影装置。
【請求項１１】
　乳房の超音波画像の撮影を行う場合に超音波プローブと前記乳房との間に配置され、か
つ前記乳房の放射線画像の撮影を行う場合に放射線射出部と前記乳房の間に存在する音響
マッチング部材の種類を表す種類情報を取得する取得部と、
　前記乳房の放射線画像の撮影を行う場合に、前記取得部により取得された前記種類情報
により表される種類に応じて、前記放射線射出部の放射線管の管電圧を設定する設定部と
、
　を備えた管電圧設定装置。
【請求項１２】
　乳房を圧迫する圧迫板と、前記乳房に放射線を照射する射出部と、を備える、前記乳房
の放射線画像の撮影及び超音波画像の撮影が可能な医用撮影装置における撮影制御方法で
あって、
　前記乳房の前記超音波画像の撮影を行う場合に前記圧迫板と前記乳房との間に挿入され
る音響マッチング部材の種類を表す種類情報を取得し、
　前記乳房の前記放射線画像の撮影のみを行う場合に前記射出部の管電圧を第１の管電圧
に設定し、
　前記乳房の放射線画像の撮影と前記超音波画像の撮影とを前記音響マッチング部材を挿
入したままで連続して行う場合に取得された前記種類情報を用いて前記射出部の管電圧を
前記第１の管電圧とは異なる第２の管電圧に設定する、
　ことを含む処理をコンピュータに実行させるための撮影制御方法。
【請求項１３】
　乳房を圧迫する圧迫板と、前記乳房に放射線を照射する射出部と、を備える、前記乳房
の放射線画像の撮影及び超音波画像の撮影が可能な医用撮影装置における撮影制御プログ
ラムであって、
　前記乳房の前記超音波画像の撮影を行う場合に前記圧迫板と前記乳房との間に挿入され
る音響マッチング部材の種類を表す種類情報を取得し、
　前記乳房の前記放射線画像の撮影のみを行う場合に前記射出部の管電圧を第１の管電圧
に設定し、
　前記乳房の放射線画像の撮影と前記超音波画像の撮影とを前記音響マッチング部材を挿
入したままで連続して行う場合に取得された前記種類情報を用いて前記射出部の管電圧を
前記第１の管電圧とは異なる第２の管電圧に設定する、
　ことを含む処理をコンピュータに実行させるための撮影制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医用撮影装置、管電圧設定装置、撮影制御方法、及び撮影制御プログラムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
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　放射線画像と超音波画像との両方を用いて乳房に関する診察や診断等を行う場合がある
。一般的なマンモグラフィ装置では乳房の放射線画像を撮影する場合、被検者の乳房を圧
迫板で圧迫した状態とする。一方、一般的な超音波画像撮影装置で乳房の超音波画像を撮
影する場合、オペレータが超音波プローブを被検者の乳房の表面で移動させて撮影を行う
。このように放射線画像を撮影する場合と超音波画像を撮影する場合とでは被検者の乳房
の圧迫状態や撮影の状態等が異なるため、両画像の比較を行った場合、関心部位の観察等
が行い難い場合がある。そのため、放射線画像の撮影と超音波画像の撮影との両方を行う
ことができる医用撮影装置が望まれており、例えば、特許文献１及び２に記載の技術が開
示されている。
【０００３】
　特許文献１及び２に記載の技術では、１台の医用撮影装置で、一人の被検者の乳房を圧
迫した状態で放射線画像の撮影及び超音波画像の撮影を行うことで、被検者の乳房の圧迫
状態や撮影の状態等が同一とされた超音波画像及び放射線画像を取得する。これにより、
同一の乳房を撮影した放射線画像及び超音波画像の比較において、関心部位の観察等が行
いやすくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－０８２３９９号公報
【特許文献２】特開２００５－２７０６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般的に、超音波画像を撮影する場合、超音波のインピーダンスの不一致を軽減するた
めに、超音波プローブと乳房との間に音響マッチング部材が挿入される。音響マッチング
部材が挿入された状態で、放射線画像の撮影を行う場合、音響マッチング部材を透過した
放射線が乳房に入射することになる。そのため、たとえば、乳房に入射される放射線の性
質が、音響マッチング部材を透過せずに乳房に入射される場合の放射線とは異なる場合が
ある。
【０００６】
　本発明は、上記事実を考慮して成されたもので、使用されている音響マッチング部材の
種類を考慮して好適な放射線画像の撮影を行うことができる、医用撮影装置、管電圧設定
装置、撮影制御方法、及び撮影制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明の医用撮影装置は、乳房を圧迫する圧迫板と、乳房に
放射線を照射する射出部と、を備える、乳房の放射線画像の撮影及び超音波画像の撮影が
可能な医用撮影装置であって、乳房の前記超音波画像の撮影を行う場合に圧迫板と乳房と
の間に挿入される音響マッチング部材の種類を表す種類情報を取得する取得部と、乳房の
放射線画像の撮影のみを行う場合に射出部の管電圧を第１の管電圧に設定し、乳房の放射
線画像の撮影と超音波画像の撮影とを音響マッチング部材を挿入したままで連続して行う
場合に取得部により取得された種類情報を用いて射出部の管電圧を前記第１の管電圧とは
異なる第２の管電圧に設定する設定部と、を備える。
【０００８】
　本発明の医用撮影装置の設定部は、種類情報により表される種類に応じて、射出部の放
射線管から射出される放射線の線量をさらに設定してもよい。
【０００９】
　また、本発明の医用撮影装置の設定部は、音響マッチング部材の種類と放射線の線量ま
たは線量の補正値との対応関係を表す情報に基づいて、設定する線量を決定してもよい。
【００１０】
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　本発明の医用撮影装置は、音響マッチング部材に、種類情報に応じたマーカが付与され
ており、マーカを撮影する撮影部をさらに備え、取得部は、撮影部が撮影したマーカの画
像に基づいて種類情報を取得してもよい。
【００１１】
　本発明の医用撮影装置は、音響マッチング部材に、音響マッチング部材とは放射線の透
過率が異なり、かつ種類情報に応じたマーカが付与されており、取得部は、マーカに射出
部から放射線を照射させて撮影されたマーカの放射線画像に基づいて種類情報を取得して
もよい。
【００１２】
　本発明の医用撮影装置では、音響マッチング部材の種類が射出部から射出された放射線
が透過する音響マッチング部材の部分の厚みに応じて定められていてもよい。
【００１３】
　本発明の医用撮影装置の設定部は、音響マッチング部材の種類と放射線の管電圧または
管電圧の補正値との対応関係を表す情報に基づいて、設定する管電圧を決定してもよい。
【００１４】
　本発明の医用撮影装置では、管電圧または前記管電圧の補正値は、前記音響マッチング
部材を透過して乳房に入射する放射線の半価層を、前記音響マッチング部材を透過せずに
乳房に入射する放射線の半価層と同一とするものであってもよい。
【００１５】
　本発明の医用撮影装置では、乳房の放射線画像の撮影と超音波画像の撮影とを音響マッ
チング部材を挿入したままで連続して行う場合に、さらに圧迫板と射出部との間に、上記
音響マッチング部材と異なる音響マッチング部材が設けられた場合、取得部は、異なる音
響マッチング部材の種類を表す種類情報をさらに取得し、設定部は、取得部により取得さ
れた音響マッチング部材の種類情報及び異なる音響マッチング部材の種類情報を用いて射
出部の管電圧を設定してもよい。
【００１６】
　本発明の医用撮影装置の圧迫板は、乳房の放射線画像の撮影と超音波画像の撮影とを前
記音響マッチング部材を挿入したままで連続して行う場合、放射線画像の撮影及び超音波
画像の撮影が終了するまで乳房を圧迫させた状態のままであってもよい。
【００１７】
　また、上記目的を達成するために本発明の管電圧設定装置は、乳房の超音波画像の撮影
を行う場合に超音波プローブと前記乳房との間に配置され、かつ前記乳房の放射線画像の
撮影を行う場合に放射線射出部と前記乳房の間に存在する音響マッチング部材の種類を表
す種類情報を取得する取得部と、前記乳房の放射線画像の撮影を行う場合に、前記取得部
により取得された前記種類情報により表される種類に応じて、前記放射線射出部の放射線
管の管電圧を設定する設定部と、を備える。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために本発明の撮影制御方法は、乳房を圧迫する圧迫板と、
乳房に放射線を照射する射出部と、を備える、乳房の放射線画像の撮影及び超音波画像の
撮影が可能な医用撮影装置における撮影制御方法であって、乳房の超音波画像の撮影を行
う場合に圧迫板と乳房との間に挿入される音響マッチング部材の種類を表す種類情報を取
得し、乳房の放射線画像の撮影のみを行う場合に射出部の管電圧を第１の管電圧に設定し
、乳房の放射線画像の撮影と超音波画像の撮影とを音響マッチング部材を挿入したままで
連続して行う場合に取得された種類情報を用いて射出部の管電圧を第１の管電圧とは異な
る第２の管電圧に設定する、ことを含む処理をコンピュータに実行させるための方法であ
る。
【００１９】
　また、上記目的を達成するために本発明の撮影制御プログラム方法は、乳房を圧迫する
圧迫板と、乳房に放射線を照射する射出部と、を備える、乳房の放射線画像の撮影及び超
音波画像の撮影が可能な医用撮影装置における撮影制御プログラムであって、乳房の超音
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波画像の撮影を行う場合に圧迫板と乳房との間に挿入される音響マッチング部材の種類を
表す種類情報を取得し、乳房の放射線画像の撮影のみを行う場合に射出部の管電圧を第１
の管電圧に設定し、乳房の放射線画像の撮影と超音波画像の撮影とを音響マッチング部材
を挿入したままで連続して行う場合に取得された種類情報を用いて射出部の管電圧を第１
の管電圧とは異なる第２の管電圧に設定する、ことを含む処理をコンピュータに実行させ
るためのものである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明では、使用されている音響マッチング部材の種類を考慮して好適な放射線画像の
撮影を行うことができる、医用撮影装置、撮影制御方法、及び撮影制御プログラムを提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】第１実施形態の医用撮影装置の撮像部の外観を示す側面図である。
【図２】第１実施形態の医用撮影装置の構成を表すブロック図である。
【図３】第１実施形態の医用撮影装置において音響マッチング部材を設けた状態で放射線
画像の撮影を行う場合を説明する図である。
【図４】第１実施形態の医用撮影装置において音響マッチング部材を設けない状態で放射
線画像の撮影を行う場合を説明する図である。
【図５】第１実施形態の医用撮影装置による放射線画像及び超音波画像の撮影連続して行
う連続撮影モードにおける撮影動作を表したフローチャートある。
【図６】第１実施形態の医用撮影装置において超音波画像の撮影を行う場合を説明する図
である。
【図７】第１実施形態の医用撮影装置による放射線画像処理の流れを表したフローチャー
トある。
【図８】管電圧変更テーブルの一例を示す図である。
【図９】線量変更テーブルの一例を示す図である。
【図１０】マーカを有する音響マッチング部材を説明する図である。
【図１１】第２実施形態の医用撮影装置による放射線画像及び超音波画像の撮影連続して
行う連続撮影モードにおける撮影動作を表したフローチャートある。
【図１２】第２実施形態の医用撮影装置による放射線画像撮影処理の流れを表したフロー
チャートである。
【図１３】マーカの画像を含むプレ照射により得られた放射線画像を説明する図である。
【図１４】マーカを撮影するためのカメラを備えた場合の医用撮影装置の構成を表すブロ
ック図である。
【図１５】図１４に示した医用撮影装置による放射線画像及び超音波画像の撮影連続して
行う連続撮影モードにおける撮影動作を表したフローチャートある。
【図１６】管電圧設定装置及び医用撮影装置の構成を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、本実施形態は本発明
を限定するものではない。
［第１実施形態］
　まず、図１を参照して、本実施形態に係る医用撮影装置の構成について説明する。
【００２３】
　本実施形態の医用撮影装置１０は、被写体の乳房に放射線Ｒを照射し、乳房を透過した
放射線Ｒを検出することによって放射線画像を撮影する放射線マンモグラフィ装置の機能
と、被写体の乳房に超音波を送信し、乳房の内部において反射した超音波エコーを受信す
ることによって超音波画像を撮影する超音波画像撮影装置の機能とを併せ持つ。
【００２４】
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　図１に示すように本実施形態の医用撮影装置１０は、アーム部２０と、基台２２と、軸
部２４と、を備えている。基台２２は、アーム部２０を上下方向（Ｚ軸方向）に移動可能
に保持する。軸部２４は、アーム部２０を基台２２に連結する。またアーム部２０は、軸
部２４を回転軸として、基台２２に対して相対的に回転可能となっている。
【００２５】
　アーム部２０には、放射線射出部２５と、撮影台３１と、圧迫板３２と、圧迫板移動機
構３４と、超音波プローブ３６と、プローブ移動機構３８と、が設けられている。
【００２６】
　放射線射出部２５は、放射線管２６、フィルタ２８、及び高電圧発生部２９を備える。
放射線管２６は、管電圧が印加されることによって放射線Ｒを発生する。フィルタ２８は
、モリブデン（Ｍｏ）又はロジウム（Ｒｈ）等の材料によって作成され、放射線管２６が
発生する放射線Ｒに含まれている複数の波長成分の内から所望の波長成分を選択的に透過
させる。
【００２７】
　撮影を行う場合、撮影台３１上には、被検者の乳房がポジショニングされる。被検者の
乳房が接する撮影台３１等は、放射線Ｒの透過性や強度の観点から、例えば、カーボンで
形成されている。撮影台３１の内部には、乳房及び撮影台３１を透過した放射線Ｒを検出
する放射線検出器３０が配置されている。放射線検出器３０が検出した放射線Ｒに基づい
て放射線画像が生成される。本実施形態の放射線検出器３０の種類は特に限定されず、例
えば、放射線Ｒを光に変換し、変換した光を電荷に変換する間接変換方式の放射線検出器
であってもよいし、放射線Ｒを直接電荷に変換する直接変換方式の放射線検出器であって
もよい。
【００２８】
　圧迫板３２は、圧迫板移動機構３４により上下方向（Ｚ軸方向）に移動し、撮影台３１
との間で被検者の乳房を圧迫する。圧迫板３２は、乳房の圧迫において位置合わせや圧迫
状態の確認を行うために光学的に透明であることが好ましく、放射線射出部２５から射出
される放射線Ｒを透過し易くするため放射線Ｒの透過性に優れた材料によって形成される
。また、圧迫板３２は、超音波プローブ３６から送信される超音波を伝播し易い材料によ
り形成されていることが望ましい。圧迫板３２の材料としては、例えば、ポリメチルペン
テン、ポリカーボネート、アクリル、及びポリエチレンテレフタレート等の樹脂を用いる
ことができる。特に、ポリメチルペンテンは、剛性が低く伸縮性及び可撓性に優れると共
に、超音波の反射率に影響する音響インピーダンスと超音波の減衰に影響する減衰係数と
において適した値を有するので、圧迫板３２の材料として適している。
【００２９】
　超音波プローブ３６は、プローブ移動機構３８により圧迫板３２の上面（被検者の乳房
が配置される側と反対側の面）に沿って移動し、乳房を超音波で走査することにより乳房
の超音波画像を取得する。超音波プローブ３６は、１次元状、又は、２次元状に配列され
た複数の超音波トランスデューサ（図示省略）を備える。各々の超音波トランスデューサ
は、印加される駆動信号に基づいて超音波を送信すると共に、超音波エコーを受信するこ
とにより受信信号を出力する。
【００３０】
  複数の超音波トランスデューサの各々は、例えば、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛：Ｐ
ｂ(lead) zirconate titanate）に代表される圧電セラミックや、ＰＶＤＦ（ポリフッ化
ビニリデン：polyvinylidene difluoride）に代表される高分子圧電素子等の圧電性を有
する材料（圧電体）の両端に電極を形成した振動子により構成される。振動子の電極に、
パルス状又は連続波の駆動信号を送って電圧を印加すると、圧電体が伸縮する。この伸縮
によって、それぞれの振動子からパルス状又は連続波の超音波が発生し、それらの超音波
の合成によって超音波ビームが形成される。また、それぞれの振動子は、伝搬する超音波
を受信することによって伸縮し、電気信号を発生する。それらの電気信号は、超音波の受
信信号として出力され、ケーブルを介して、制御部４０（図２参照）に入力される。
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【００３１】
　超音波撮影が行われる場合には、超音波プローブ３６は、圧迫板３２の上面にエコーゼ
リー等の音響マッチング部材（図６参照、詳細後述）が塗布された状態で、圧迫板３２の
上面に沿って移動する。本実施形態の医用撮影装置１０では、制御部４０（図２参照）が
プローブ移動機構３８によって超音波プローブ３６を移動させることにより、オペレータ
が超音波プローブ３６を移動させることなく、自動的に超音波画像の撮影を行う。なお、
本実施形態に限らず、オペレータにより超音波プローブ３６を移動させて超音波画像の撮
影を行ってもよい。
【００３２】
　また、図２に示すように、本実施形態の医用撮影装置１０は、圧力センサ３３、位置セ
ンサ３７、制御部４０、記憶部４２、操作パネル４４、及びＩ／Ｆ（InterFace）部４６
を備える。放射線射出部２５、放射線検出器３０、圧力センサ３３、圧迫板移動機構３４
、超音波プローブ３６、位置センサ３７、プローブ移動機構３８、制御部４０、記憶部４
２、操作パネル４４、及びＩ／Ｆ（InterFace）部４６は、システムバスやコントロール
バス等のバス４９を介して相互に各種信号の授受が可能に接続されている。
【００３３】
　制御部４０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）４０Ａ、ＲＯＭ（Read Only Memor
y）４０Ｂ、及びＲＡＭ（Random Access Memory）４０Ｃを備える。ＲＯＭ４０Ｂには、
ＣＰＵ４０Ａで実行される各種のプログラム等が予め記憶されている。ＲＡＭ４０Ｃは、
各種データを一時的に記憶する。
【００３４】
　圧力センサ３３は、圧迫板３２に印加される圧力を検出する。また、位置センサ３７は
、超音波プローブ３６に内蔵されており、超音波プローブ３６の位置（圧迫板３２表面上
での位置）を検出する。
【００３５】
　制御部４０は、医用撮影装置１０の全体の動作を制御する。本実施形態の制御部４０は
、放射線画像の撮影を行う場合、放射線射出部２５、放射線検出器３０、及び圧迫板移動
機構３４を制御する。制御部４０は、圧力センサ３３の検出結果に基づいて、圧迫板移動
機構３４により圧迫板３２を移動させて乳房を撮影台３１との間で圧迫する。そして、制
御部４０は、放射線射出部２５により放射線管２６から放射線Ｒを射出させる。なお、放
射線Ｒの透過性は、放射線管２６の陰極と陽極との間にかける管電圧に応じて決定される
。また、放射線Ｒの発生量、すなわち、乳房に照射される放射線Ｒの線量は、放射線管２
６の陰極と陽極との間に流れる管電流の時間積分値（いわゆるｍＡｓ値）によって決定さ
れる。そのため、制御部４０が、管電圧や管電流等の撮影条件を調整して、高電圧発生部
２９により発生させた高電圧を放射線管２６に印加することにより放射線射出部２５から
放射線Ｒが射出される。制御部４０は、乳房を透過した放射線Ｒを放射線検出器３０によ
り検出させることで放射線画像の撮影を行う。
【００３６】
　また、本実施形態の制御部４０は、超音波画像の撮影を行う場合、超音波プローブ３６
及びプローブ移動機構３８を制御する。制御部４０は、位置センサ３７の検出結果に基づ
いて超音波プローブ３６の位置を把握し、プローブ移動機構３８により超音波プローブ３
６を移動させる。制御部４０は、プローブ移動機構３８により超音波プローブ３６を移動
させながら、超音波を送受信することで超音波画像の撮影を行う。
【００３７】
　記憶部４２には、撮影によって得られた放射線画像及び超音波画像の各画像データや他
の各種情報等が記憶される。記憶部４２の具体例としては、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）
やＳＳＤ（Solid State Drive）等が挙げられる。また、本実施形態の記憶部４２には、
管電圧変更テーブル４２Ａ及び線量変更テーブル４２Ｂ（図８及び９参照、いずれも詳細
後述）が記憶されている。
【００３８】
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　操作パネル４４は、放射線画像や超音波画像の撮影を行うオペレータによる撮影に関す
る指示（例えば、圧迫板３２による乳房の圧迫指示等）を受け付ける。操作パネル４４は
、例えば、医用撮影装置１０のアーム部２０に設けられている。なお、操作パネル４４は
、タッチパネルとして設けられてもよい。
【００３９】
　Ｉ／Ｆ部４６は、無線通信または有線通信により、外部システム（例えば、ＲＩＳ：Ra
diology Information System）等やコンソールとの間で各種情報の通信を行う。本実施形
態の医用撮影装置１０では、撮影した放射線画像や超音波画像をＩ／Ｆ部４６からコンソ
ールや読影装置（ビューワ等）に送信する。
【００４０】
　次に、本実施形態の医用撮影装置１０における放射線画像及び超音波画像の撮影につい
て説明する。
【００４１】
　本実施形態の医用撮影装置１０では、放射線画像及び超音波画像を連続して撮影する撮
影モード（以下、「連続撮影モード」という）と、放射線画像の撮影及び超音波画像の撮
影のいずれか一方を行う撮影モードとを有する。以下では、医用撮影装置１０が連続撮影
モードを実行する場合について説明する。
【００４２】
　一般的に、圧迫板３２で圧迫した状態で乳房の超音波画像を撮影する場合、圧迫板３２
と乳房との接触面での超音波のインピーダンスの不一致を軽減するために、圧迫板３２と
乳房との間に音響マッチング部材が挿入される。本実施形態の医用撮影装置１０において
連続撮影モードを実行する場合、放射線画像及び超音波画像を乳房の圧迫を解除すること
なく、圧迫板３２が放射線画像の撮影及び超音波画像の撮影が終了するまで乳房を圧迫さ
せた状態のままで両方の撮影を連続して撮影するため、放射線画像を撮影する場合も、一
例として図３に示すように放射線画像の撮影においては不要な音響マッチング部材５０が
圧迫板３２と乳房Ｎとの間に挿入される。
【００４３】
　一方、一例として図４に示すように、一般的な乳房の放射線画像（マンモグラフィ）の
撮影では、音響マッチング部材５０を設けずに放射線画像の撮影が行われる。本実施形態
の医用撮影装置１０においても、乳房の放射線画像の撮影のみを行い、超音波画像の撮影
を行わない撮影モードの場合は、音響マッチング部材５０は挿入されない。
【００４４】
　本実施形態の医用撮影装置１０において圧迫板３２と乳房Ｎとの間に挿入される音響マ
ッチング部材５０は、生体（本実施形態では乳房Ｎ）との適合性と超音波の透過性とが双
方とも良好な材質で生成されている。音響マッチング部材５０は、柔軟で物理的強度を有
し、超音波の透過性がよく、かつ、滅菌処理に耐えられる材料で生成されていることが好
ましい。音響マッチング部材５０の材料としては、ウレタンゴムやシリコーンゴムなどの
非含水ゲル物資、及びポリビニルアルコールやポリエチレンオキサイド等の高分子含水ゲ
ル等が用いられる。なお、本実施形態の医用撮影装置１０では、音響マッチング部材５０
として、形状を保持させるために音響マッチング部材５０の表面をシリコーンゴムなどで
覆った、いわゆるゲルパッドを用いている。
【００４５】
　このような音響マッチング部材５０を透過することにより放射線Ｒの性質は変化する。
そのため、圧迫板３２と乳房Ｎとの間に音響マッチング部材５０が挿入された場合には、
音響マッチング部材５０が挿入されない場合に比較すると、乳房Ｎに入射される放射線Ｒ
の性質が異なってしまう。例えば、放射線ＲがＸ線の場合、音響マッチング部材５０を透
過することにより、エネルギーが高エネルギー側にシフトする、いわゆるビームハードニ
ングが生じ、放射線Ｒの線質が変化する。このように、放射線Ｒが高エネルギー側にシフ
トした場合、撮影される放射線画像のコントラストが低下する。また、例えば、音響マッ
チング部材５０により放射線Ｒが吸収されるため、乳房Ｎに入射される放射線Ｒの線量が
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低下する。
【００４６】
　なお、放射線Ｒの線質の変化は、音響マッチング部材５０を放射線Ｒが透過する部分の
厚みに特に依存し、音響マッチング部材５０を透過する部分の厚みが厚いほど、放射線Ｒ
の線質の変化が大きくなる。そのため、本実施形態の医用撮影装置１０では、一例として
、音響マッチング部材５０の種類が、音響マッチング部材５０を透過する部分の厚みに応
じて定められている。
【００４７】
　そこで、本実施形態の医用撮影装置１０の制御部４０は、一例として図３に示すように
、圧迫板３２と乳房Ｎとの間に音響マッチング部材５０が挿入された状態で放射線画像を
撮影する場合と、一例として図４に示すように、圧迫板３２と乳房Ｎとの間に音響マッチ
ング部材５０が挿入されない状態で放射線画像を撮影する場合とで乳房Ｎに入射される放
射線Ｒの性質（具体的には、線質及び線量）を同等または略同等とする制御を行う。
【００４８】
　図５には、本実施形態の医用撮影装置１０を用いてオペレータが放射線画像及び超音波
画像を連続撮影モードで撮影する場合の一連の撮影動作全体の流れを示す。
【００４９】
　まず、ステップＳ１００でオペレータが、乳房と圧迫板３２との間に挿入される音響マ
ッチング部材５０の種類（詳細後述）を表す情報を操作パネル４４や、外部の装置等を用
いて入力する。
【００５０】
　次のステップＳ１０２でオペレータは、被検者の乳房Ｎを撮影台３１にポジショニング
する。
【００５１】
　そして次のステップＳ１０４で医用撮影装置１０が、乳房Ｎの上面（圧迫板３２側の面
）に音響マッチング部材５０が挿入された状態で圧迫板３２により被検者の乳房Ｎを圧迫
する。具体的には、ポジショニングを終えるとオペレータが操作パネル４４から圧迫板３
２を移動させるための指示入力を行う。制御部４０は、オペレータの指示入力に応じて圧
迫板移動機構３４により、圧迫板３２を撮影台３１に近付く方向に移動させることによっ
て、音響マッチング部材５０を挟んだ状態で乳房Ｎを圧迫する。
【００５２】
　なお、乳房Ｎを圧迫板３２で圧迫する場合に、音響マッチング部材５０を挿入する方法
は特に限定されない。音響マッチング部材５０が圧迫板３２の乳房側の面に取り付け可能
とされている場合、音響マッチング部材５０を圧迫板３２に取り付けた状態で圧迫板３２
により乳房Ｎを圧迫してもよい。また、乳房Ｎの上にオペレータが音響マッチング部材５
０を載せた状態で圧迫板３２により乳房Ｎを圧迫してもよい。
【００５３】
　次のステップＳ１０６で医用撮影装置１０は、制御部４０が放射線画像撮影処理（図７
参照、詳細後述）を実行することにより乳房Ｎの放射線画像を撮影する。なお、放射線画
像の撮影が行われる場合、制御部４０は、プローブ移動機構３８により超音波プローブ３
６を放射線検出器３０による放射線画像の検出領域の外側に退避させる。
【００５４】
　放射線画像の撮影が終わると、次のステップＳ１０８でオペレータが、一例として図６
に示すように、圧迫板３２の上面（乳房Ｎが配置される側と反対側の面）にエコーゼリー
５２を塗布する。エコーゼリー５２もまた、音響マッチング部材である。エコーゼリー５
２としては、例えば、蒸留水、保湿剤（プロピレン及びグリコールの少なくとも一方）、
高分子ポリマー、溶解性ラノリン、着色料、香料、及び、防腐剤（プロピルパラベン及び
抗菌性メチルパラベンの少なくとも一方）を成分として、ＰＨ値が６．５～７．０の中性
であり、粘性が２５０００ＣＰＳ～４５０００ＣＰＳである婦人科用の低粘性ゲルが好適
に用いられる。



(11) JP 2017-153571 A 2017.9.7

10

20

30

40

50

【００５５】
　次のステップＳ１１０で医用撮影装置１０が、乳房Ｎの超音波画像を撮影する。ここで
、上述したように制御部４０が、位置センサ３７により超音波プローブ３６の位置を検出
しながら、圧迫板３２のエコーゼリー５２が塗布された面（放射線管２６と対向する面）
に沿って超音波プローブ３６をプローブ移動機構３８により移動させる。そして、制御部
４０は、超音波プローブ３６から乳房Ｎに超音波を送信し、乳房Ｎの内部において反射し
た超音波エコーを受信することによって超音波画像を撮影する。
【００５６】
　超音波画像の撮影が終わると次のステップＳ１１２で医用撮影装置１０が、圧迫板３２
による乳房Ｎの圧迫を解除する。具体的には、オペレータが操作パネル４４を介して圧迫
板３２を移動させるための指示入力（圧迫を解除する指示入力）を行う。制御部４０は、
オペレータの指示入力に応じて圧迫板移動機構３４により圧迫板３２を撮影台３１から離
れる方向に移動させることによって乳房Ｎの圧迫を解除する。
【００５７】
　このようにして乳房Ｎの圧迫が解除されると、連続撮影モードでの撮影動作が終了する
。
【００５８】
　次に、上述したステップＳ１０６において実行される本実施形態の放射線画像の撮影に
ついて、図７を参照して説明する。図７は、ステップＳ１０６において制御部４０により
実行される放射線画像撮影処理の一例のフローチャートである。
【００５９】
　ステップＳ２００で制御部４０は、撮影メニューを取得する。撮影メニューには、撮影
条件、被検者、及び乳房Ｎ等の情報が含まれている。例えば、制御部４０は、Ｉ／Ｆ部４
６を介して撮影メニューを外部システム等から取得してもよいし、操作パネル４４からオ
ペレータが入力した撮影メニューを取得してもよい。
【００６０】
　次のステップＳ２０２で制御部４０は、放射線Ｒの射出を行うか否かを判定する。本実
施形態の医用撮影装置１０では、オペレータが医用撮影装置１０の外部の装置（例えば、
共に図示を省略した、コンソールや、放射線Ｒの照射指示を行う専用のスイッチが設けら
れた装置）等から照射指示を行う。制御部４０は、上記外部の装置等から照射指示を受信
した場合に、放射線Ｒの射出を行うと判定（肯定判定）する。ここで否定判定の場合、待
機状態となり、肯定判定の場合、ステップＳ２０４へ移行する。
【００６１】
　ステップＳ２０４で制御部４０は、放射線射出部２５から放射線Ｒを射出させてプレ照
射を行う。本実施形態においてプレ照射とは、適切なコントラストの放射線画像を得るた
めに、本照射時に放射線射出部２５から乳房Ｎに対して照射される放射線Ｒの適正な管電
流時間積Ｑ（線量）を見積もることを目的として行われる放射線Ｒの照射をいう。また、
本照射とは、診断や診察用の放射線画像を取得することを目的として乳房Ｎに対して放射
線Ｒを照射することをいう。
【００６２】
　次のステップＳ２０６で制御部４０は、管電圧変更テーブル４２Ａに基づいて本照射に
おける管電圧を決定する。上述したように、音響マッチング部材５０を透過することによ
り、放射線Ｒの線質が変化する。放射線Ｒの線質は、管電圧に応じて変化する。そのため
、本実施形態の医用撮影装置１０では、管電圧を調整することにより、音響マッチング部
材５０を透過して乳房Ｎに入射する場合の放射線Ｒの線質を、音響マッチング部材５０を
透過しないで乳房Ｎに入射する場合の放射線Ｒの線質と同等とする。なお、本実施形態に
おいて「同等」とは、誤差や許容範囲内を含め、同等とみなせる範囲のことをいう。
【００６３】
　すなわち、本実施形態の医用撮影装置１０では、同一の乳房Ｎを撮影する場合において
、連続撮影モードにおいて放射線画像の撮影を実行する場合と放射線画像の撮影のみを行
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う撮影モードとで管電圧を異ならせることにより放射線Ｒの線質を同等としている。本実
施形態では、放射線画像の撮影のみを行う場合の管電圧が本発明の第１の管電圧に対応し
、連続撮影モードにおいて放射線画像の撮影を実行する場合の管電圧が本発明の第２の管
電圧に対応する。
【００６４】
　具体的には、本実施形態の医用撮影装置１０は、管電圧を異ならせることで放射線Ｒの
半価層を同等とする。そのため、本実施形態では、一例として、放射線画像の撮影のみを
行う場合の管電圧を変更前の管電圧とし、連続撮影モードにおいて放射線画像の撮影を実
行する場合の管電圧を変更後の管電圧として、変更前の管電圧と、音響マッチング部材５
０の種類と、放射線Ｒの半価層を同等とする変更後の管電圧との対応関係を予め得ておく
。図８には、変更前の管電圧と、放射線Ｒの半価層を同等とする変更後の管電圧との対応
関係の一例である管電圧変更テーブル４２Ａを示す。本実施形態では、上述したように管
電圧変更テーブル４２Ａが記憶部４２に予め記憶されているが、連続モードを実行する場
合に適宜管電圧変更テーブル４２Ａを外部の装置等から取得してもよい。
【００６５】
　図８に示すように、管電圧変更テーブル４２Ａは、装置固有の半価層が同等である変更
前の管電圧と、音響マッチング部材５０の型番（種類の一例）と、変更後の管電圧と、の
対応関係を表している。なお、図８に示した管電圧変更テーブル４２Ａでは説明の便宜上
、「装置固有の半価層」を記載しているが、「装置固有の半価層」は、管電圧変更テーブ
ル４２Ａに含まれていなくてよい。なお、図８に示した管電圧変更テーブル４２Ａでは、
変更前の管電圧及び音響マッチング部材５０の種類（型番）には、変更後の管電圧が対応
付けられているが、変更後の管電圧そのものではなく、変更前の管電圧を補正する補正値
が対応付けられていてもよい。
【００６６】
　具体的には、制御部４０は、上述した連続撮影モードの撮影動作の流れ（図５参照）の
ステップＳ１００でオペレータが入力した音響マッチング部材５０の種類を取得し、また
、上記ステップＳ２００で取得した撮影メニューから管電圧（変更前の管電圧）を取得す
る。そして、管電圧変更テーブル４２Ａに基づいて、取得した音響マッチング部材５０の
種類及び変更前の管電圧に対応する管電圧を決定し、決定した管電圧を放射線射出部２５
に設定する。
【００６７】
　次のステップＳ２０８で制御部４０は、プレ照射結果及び線量変更テーブル４２Ｂに基
づいて放射線Ｒの線量を決定する。上述したように、音響マッチング部材５０を透過する
ことにより、放射線Ｒの線量が変化する。そのため、線量を調整することにより、本実施
形態の医用撮影装置１０では、音響マッチング部材５０を透過して乳房Ｎに入射する場合
の放射線Ｒの線量（ｍＡｓ値）を、音響マッチング部材５０を透過しないで乳房Ｎに入射
する場合の放射線Ｒの線量と同等とする。なお、線量を調整する方法は特に限定されず、
管電流及び照射時間の少なくとも一方を調整すればよい。なお、被検者の乳房Ｎの圧迫時
間を抑制する観点からは、管電流により線量の調整を行うことが好ましい。
【００６８】
　具体的には、本実施形態では一例とし、変更後の管電圧と、音響マッチング部材５０の
種類と、線量の補正値との対応関係を予め得ておく。図９には、変更後の管電圧と、音響
マッチング部材５０の種類と、線量の補正値との対応関係の一例である線量変更テーブル
４２Ｂを示す。本実施形態では、上述したように線量変更テーブル４２Ｂが記憶部４２に
予め記憶されているが、連続モードを実行する場合に適宜線量変更テーブル４２Ｂを外部
の装置等から取得してもよい。
【００６９】
　図９に示すように、線量変更テーブル４２Ｂは、変更後の管電圧と、音響マッチング部
材５０の型番（種類の一例）と、線量の補正係数（線量の補正値の一例）と、の対応関係
を表している。なお、本実施形態の線量変更テーブル４２Ｂにおける線量の補正係数は、
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音響マッチング部材５０における放射線Ｒの透過率の逆数である。なお、図９に示した線
量変更テーブル４２Ｂでは、変更後の管電圧及び音響マッチング部材５０の種類（型番）
には、線量の補正係数が対応付けられているが、線量の補正係数ではなく、変更後の線量
そのものが対応付けられていてもよい。
【００７０】
　具体的には、制御部４０は、上記ステップＳ２０６で決定した管電圧を変更後の管電圧
とし、線量変更テーブル４２Ｂに基づいて、変更後の管電圧及び音響マッチング部材５０
の種類に対応する線量の補正係数を決定する。そして、プレ照射結果により導出される線
量を決定した線量の補正係数で補正することにより、本照射における線量を決定し、決定
した線量を放射線射出部２５に設定する。
【００７１】
　次のステップＳ２１０で制御部４０は、放射線射出部２５から放射線Ｒを射出させて本
照射を行う。具体的には、制御部４０は、上記ステップＳ２０６で決定した管電圧及び上
記ステップＳ２０８で決定した線量に応じて放射線射出部２５から放射線を射出させるこ
とにより、本照射を行う。また、制御部４０は、放射線検出器３０により乳房Ｎの放射線
画像の撮影を行った後、本放射線画像撮影処理を終了する。
［第２実施形態］
　次に、第２実施形態について説明する。なお、第１実施形態に係る放射線画像撮影シス
テム１と同様の部分については、同一符号を付して、詳細な説明を省略する。
【００７２】
　放射線画像撮影システム１の構成は、第１実施形態の放射線画像撮影システム１（図１
及び２参照）と同様のため、説明を省略する。
【００７３】
　本実施形態では、音響マッチング部材５０の種類の取得方法が第１実施形態と異なって
いる。第１実施形態では、連続撮影モードの撮影動作の流れ（図５参照）のステップＳ１
００に示したように、オペレータが音響マッチング部材５０の種類を入力し、制御部４０
は、入力された音響マッチング部材５０の種類を取得した。これに対して、本実施形態の
医用撮影装置１０では、オペレータの入力によらず制御部４０が自動的に音響マッチング
部材５０の種類を取得する。
【００７４】
　本実施形態の音響マッチング部材５０は、音響マッチング部材５０の種類を特定するた
めの情報を示すマーカを有する。図１０に示した一例では、音響マッチング部材５０は、
隅（角部）のうちの一箇所に、音響マッチング部材５０の種類（型番）を表すマーカ６０
を有している。マーカ６０の材質は、放射線画像において認識可能に撮影されるものであ
ればよく、音響マッチング部材５０と放射線Ｒの透過率が異なるものであれば、その材質
等は特に限定されない。また、音響マッチング部材５０の四隅の一箇所にマーカ６０が配
置される位置は、図１０に示した一例に限定されず、また、特に限定されるものではない
が、乳房Ｎの画像と重なり合わない位置、いわゆる、すぬけ部に当たる位置が好ましい。
【００７５】
　本実施形態における医用撮影装置１０の制御部４０は、プレ照射により得られた放射線
画像からマーカ６０の画像を識別した識別結果に基づいて音響マッチング部材５０の種類
を取得する。
【００７６】
　そのため、図１１に示すように、本実施形態の医用撮影装置１０における連続撮影モー
ドの撮影動作は、第１実施形態の医用撮影装置１０における連続撮影モードの撮影動作（
図５参照）と、ステップＳ１００を実行しない点で異なっている。
【００７７】
　また、図１１に示すように、本実施形態の医用撮影装置１０における連続撮影モードの
撮影動作では、第１実施形態の連続撮影モードの撮影動作（図５参照）のステップＳ１０
６に代わりステップＳ１０６Ａを実行する。
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【００７８】
　本実施形態の医用撮影装置１０における連続撮影モードのステップＳ１０６Ａで実行さ
れる本実施形態の放射線画像の撮影について、図１２を参照して説明する。図１２は、ス
テップＳ１０６Ａにおいて制御部４０により実行される放射線画像撮影処理の一例のフロ
ーチャートである。
【００７９】
　本実施形態の放射線画像撮影処理は、第１実施形態の放射線画像撮影処理（図７参照）
におけるステップＳ２０４とステップＳ２０６との間で、ステップＳ２０５Ａ～Ｓ２０５
Ｃの処理を実行する点で第１実施形態と異なっている。
【００８０】
　図１３に一例を示すように、ステップＳ２０４で実行したプレ照射により得られた放射
線画像７０には、乳房Ｎの画像７２と、マーカの画像７３とが含まれている。
【００８１】
　そのため、ステップＳ２０５Ａで制御部４０は、プレ照射により得られた放射線画像７
０から、マーカの画像７３を検出する。なお、マーカの画像７３を検出する方法は特に限
定されず、画像解析等を行って検出すればよい。
【００８２】
　次のステップＳ２０５Ｂで制御部４０は、検出したマーカの画像７３に基づいて、マー
カ６０の情報を取得する。そして、次のステップＳ２０５Ｃで制御部４０は、取得したマ
ーカ６０の情報に基づいて音響マッチング部材５０の種類を特定することにより、音響マ
ッチング部材５０の種類を取得する。マーカの画像７３からマーカ６０の情報を取得する
方法、及びマーカ６０の情報に基づいて音響マッチング部材５０の種類を特定する方法は
特に限定されない。例えば、予め記憶部４２に記憶させたマーカ６０の情報と音響マッチ
ング部材５０の種類との対応関係を表す情報に基づいて、音響マッチング部材５０の種類
を特定してもよい。
【００８３】
　このように本実施形態の医用撮影装置１０では、音響マッチング部材５０の種類を特定
するための情報を示すマーカ６０を有する音響マッチング部材５０を用いて連続撮影モー
ドにおける撮影を行う。そして、制御部４０は、プレ照射により得られた放射線画像７０
からマーカの画像７３を検出してマーカ６０の情報を取得し、マーカ６０の情報に基づい
て音響マッチング部材５０の種類を取得する。
【００８４】
　これにより、本実施形態の医用撮影装置１０によれば、適切な音響マッチング部材５０
の種類を自動的に取得することができるため、オペレータが音響マッチング部材５０の種
類を入力する必要がなくなる。
【００８５】
　このように、本実施形態の医用撮影装置１０によれば、適切な音響マッチング部材５０
の種類を自動的に取得することができるため、オペレータが音響マッチング部材５０の種
類を入力する必要がなくなる。
【００８６】
　なお、制御部４０がプレ照射により得られた放射線画像７０からマーカの画像７３を検
出できなかった場合、マーカの画像７３を検出したもののマーカ６０の情報を取得できな
かった場合、及び取得したマーカ６０の情報に音響マッチング部材５０の種類が対応付け
られていなかった場合等は、制御部４０は、その旨を操作パネル４４に表示する等、オペ
レータに対して警告を行うことが好ましい。
【００８７】
　なお、本実施形態の医用撮影装置１０では、制御部４０が自動的に音響マッチング部材
５０の種類を取得するために、音響マッチング部材５０が有するマーカ６０をプレ照射に
より撮影した放射線画像７０を用いたが、これに限定されず、その他の方法により撮影さ
れた画像を用いてもよい。



(15) JP 2017-153571 A 2017.9.7

10

20

30

40

50

【００８８】
　例えば、放射線射出部２５から放射線Ｒを射出させずに乳房Ｎの画像を撮影する、通常
のカメラ（一般的なデジタルカメラ）で撮影された撮影画像を用いてもよい。この場合、
医用撮影装置１０は、図１４に示すように、さらに、音響マッチング部材５０が有するマ
ーカ６０を撮影するための撮影部としてカメラ３９を備える。また、一例として、図１５
に示すように医用撮影装置１０における連続撮影モードの動作を実行する。図１５に示し
た連続撮影モードの撮影動作は、ステップＳ１０４とステップＳ１０６との間で、ステッ
プＳ１０５Ａ～Ｓ１０５Ｄの処理を実行する点で第１実施形態の医用撮影装置１０におけ
る連続撮影モードの撮影動作（図５参照）と異なっている。
【００８９】
　図１５に示すようにステップＳ１０５Ａで制御部４０は、カメラ３９により、音響マッ
チング部材５０が有するマーカ６０を撮影する。なお、ここでの撮影は、マーカ６０が撮
影されていればよく、乳房Ｎは撮影されなくてもよい。次のステップＳ１０５Ｂで制御部
４０は、カメラ３９により得られた撮影画像から、マーカの画像を検出する。なお、マー
カの画像を検出する方法は特に限定されず、画像解析等を行って検出すればよい。次のス
テップＳ１０５Ｃで制御部４０は、検出したマーカの画像に基づいて、マーカ６０の情報
を取得する。そして、次のステップＳ１０５Ｄで制御部４０は、取得したマーカ６０の情
報に基づいて音響マッチング部材５０の種類を特定することにより、音響マッチング部材
５０の種類を取得する。マーカの画像からマーカ６０の情報を取得する方法、及びマーカ
６０の情報に基づいて音響マッチング部材５０の種類を特定する方法は特に限定されず、
プレ照射により得られた放射線画像７０を用いた場合と同様にしてもよい。
【００９０】
　このように図１５に示した連続撮影モードの撮影動作によれば、カメラ３９で撮影され
た画像を用いて、制御部４０が自動的に音響マッチング部材５０の種類を取得することが
できる。なお、この場合、医用撮影装置１０はカメラ３９を備える必要が有るが、放射線
射出部２５による放射線Ｒの射出によって、カメラ３９が壊れる懸念がある。また、放射
線検出器３０による乳房Ｎの放射線画像の撮影に加えて、カメラ３９によるマーカ６０の
撮影を行う工程が付加される。そのため、上述したように、医用撮影装置１０は、プレ照
射により撮影された放射線画像を用いて、制御部４０が自動的に音響マッチング部材５０
の種類を取得することが好ましい。
【００９１】
　以上説明したように上記各実施形態の医用撮影装置１０は、乳房Ｎを圧迫する圧迫板３
２と、乳房Ｎに放射線Ｒを照射する放射線射出部２５と、を備える、乳房Ｎの放射線画像
の撮影及び超音波画像の撮影が可能な医用撮影装置である。医用撮影装置１０の制御部４
０は、乳房Ｎの超音波画像の撮影を行う場合に圧迫板３２と乳房Ｎとの間に挿入される音
響マッチング部材５０の種類を表す種類情報を取得する。また、制御部４０は、乳房Ｎの
放射線画像の撮影のみを行う場合に放射線射出部２５の管電圧を第１の管電圧に設定し、
乳房Ｎの放射線画像の撮影と超音波画像の撮影とを音響マッチング部材５０を挿入したま
まで連続して行う場合に取得された種類情報を用いて放射線射出部２５の管電圧を第１の
管電圧とは異なる第２の管電圧に設定する。
【００９２】
　従って、上記各実施形態の医用撮影装置１０によれば、使用されている音響マッチング
部材５０の種類を考慮して好適な放射線画像の撮影を行うことができる。
【００９３】
　なお、上記各実施形態では、音響マッチング部材５０の種類が、放射線Ｒが透過する部
分の音響マッチング部材５０の厚みに応じて定められていたが、音響マッチング部材５０
の種類の定め方は、これに限定されるものではない。音響マッチング部材５０の種類は音
響マッチング部材５０の形状や部材等に応じて定められていてもよいし、その他、音響マ
ッチング部材５０を透過する放射線Ｒの性質に影響を与える要因に応じて定められていて
もよい。さらに、音響マッチング部材５０の種類はこれらの要因に応じてカテゴリー分類
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されて設定されていてもよい。なお、放射線Ｒの性質の変化は、特に音響マッチング部材
５０の厚みに依存するため、音響マッチング部材５０の種類がその厚みに応じて定められ
ていない場合、制御部４０は、音響マッチング部材５０の種類及びその厚みを取得し、音
響マッチング部材５０の種類及びその厚みに応じて管電圧の調整を行う。
【００９４】
　また、上記各実施形態では、連続撮影モードにおいて放射線画像の撮影を行う場合、乳
房Ｎと圧迫板３２との間にのみ音響マッチング部材５０が設けられていたが、圧迫板３２
の上面（音響マッチング部材５０が設けられるのと反対側の面）にもエコーゼリー５２等
の音響マッチング部材が設けられていてもよいし、また、圧迫板３２の上面のみにエコー
ゼリー５２等の音響マッチング部材が設けられていてもよい。この場合、設けられる全て
の音響マッチング部材の種類に応じて、放射線管２６の管電圧を設定すればよい。
【００９５】
　また、上記各実施形態では、医用撮影装置１０の制御部４０が連続撮影モードにおいて
放射線画像の撮影を行う場合の管電圧及び線量の設定を行っていたが、制御部４０以外が
行ってもよい。例えば、医用撮影装置１０とは別に設けられた管電圧設定装置で行っても
よい。図１６に、この場合の医用撮影装置１０及び管電圧設定装置８０の構成の一例を表
すブロック図を示す。図１６に示すように管電圧設定装置８０は、制御部８２、記憶部８
４、操作パネル８６、及びＩ／Ｆ部８８を備える。制御部８２、記憶部８４、操作パネル
８６、及びＩ／Ｆ部８８は、システムバスやコントロールバス等のバス４９を介して相互
に各種信号の授受が可能に接続されている。
【００９６】
　制御部８２は、管電圧設定装置８０の全体の動作を制御し、また、医用撮影装置１０の
放射線射出部２５に管電圧や管電流等の撮影条件を設定する。制御部８２は、ＣＰＵ８２
Ａ、ＲＯＭ８２Ｂ、及びＲＡＭ８２Ｃを備える。ＲＯＭ８２Ｂには、ＣＰＵ８２Ａで実行
される各種のプログラム等が予め記憶されている。ＲＡＭ８２Ｃは、各種データを一時的
に記憶する。
【００９７】
　記憶部８４には、上述した管電圧変更テーブル４２Ａ及び線量変更テーブル４２Ｂが記
憶されている。そのため、図１６に示すように医用撮影装置１０の記憶部４２には、管電
圧変更テーブル４２Ａ及び線量変更テーブル４２Ｂが記憶されない。操作パネル８６は、
タッチパネル等であり、音響マッチング部材５０の種類を表す情報をオペレータが入力す
る場合に用いられる。Ｉ／Ｆ部８８は、無線通信または有線通信により、外部システム（
例えば、ＲＩＳ）等や医用撮影装置１０との間で各種情報の通信を行う。
【００９８】
　管電圧設定装置８０の制御部８２は、乳房Ｎの超音波画像の撮影を行う場合に超音波プ
ローブと乳房Ｎとの間に配置され、かつ乳房Ｎの放射線画像の撮影を行う場合に放射線射
出部２５と乳房Ｎの間に存在する音響マッチング部材５０の種類を表す種類情報を取得す
る。また、制御部８２は、乳房Ｎの放射線画像の撮影を行う場合に、取得された種類情報
により表される種類に応じて、放射線射出部２５の放射線管２６の管電圧を設定する。ま
た、制御部８２は、種類情報により表される種類に応じて、放射線射出部２５の放射線管
２６から射出される放射線Ｒの線量をさらに設定する。
【００９９】
　制御部８２による管電圧及び線量の設定方法は、例えば上述した各実施形態において医
用撮影装置１０の制御部４０が行っていた方法と同様にすればよい。例えば、上述した第
１実施形態と同様に、オペレータが入力した音響マッチング部材５０の種類を表す情報を
取得し、音響マッチング部材５０の種類に応じて、記憶部８４に記憶している管電圧変更
テーブル４２Ａ及び線量変更テーブル４２Ｂを用いて決定した管電圧及び線量を、Ｉ／Ｆ
部８８及びＩ／Ｆ部４６を介して放射線射出部２５に設定すればよい。また、上述した第
２実施形態と同様に、プレ照射により得られた放射線画像７０を医用撮影装置１０から取
得し、放射線画像７０からマーカの画像７３を検出して、マーカ６０の情報を取得し、マ
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ーカ６０の情報に基づいて音響マッチング部材５０の種類を取得してもよい。また、カメ
ラ３９でマーカ６０を撮影して得られた撮影画像を医用撮影装置１０から取得し、撮影画
像からマーカの画像を検出して、マーカ６０の情報を取得し、マーカ６０の情報に基づい
て音響マッチング部材５０の種類を取得してもよい。
【０１００】
　なお、このような管電圧設定装置８０としては、例えば、いわゆるコンソールであって
もよいし、放射線射出部２５の制御専用の装置であってもよい。また、管電圧設定装置８
０は、医用撮影装置１０のアーム部２０に設けられていてもよい。
【０１０１】
　なお、上記各実施形態における放射線Ｒは、特に限定されるものではなく、Ｘ線やγ線
等を適用することができる。
【０１０２】
　その他、上記各実施形態で説明した医用撮影装置１０等の構成及び動作等は一例であり
、本発明の主旨を逸脱しない範囲内において状況に応じて変更可能であることはいうまで
もない。
【符号の説明】
【０１０３】
１０　医用撮影装置
２０　アーム部
２２　基台
２４　軸部
２５　放射線射出部
２６　放射線管
２８　フィルタ
２９　高電圧発生部
３０　放射線検出器
３１　撮影台
３２　圧迫板
３３　圧力センサ
３４　圧迫板移動機構
３６　超音波プローブ
３７　位置センサ
３８　プローブ移動機構
３９　カメラ
４０、８２　制御部
４０Ａ、８２Ａ　ＣＰＵ
４０Ｂ、８２Ｂ　ＲＯＭ
４０Ｃ、８２Ｃ　ＲＡＭ
４２、８４　記憶部
４２Ａ　管電圧変更テーブル
４２Ｂ　線量変更テーブル
４４、８６　操作パネル
４６、８８　Ｉ／Ｆ部
４９、８９　バス
５０　音響マッチング部材
５２　エコーゼリー
６０　マーカ
７０　放射線画像
７２　乳房Ｎの画像
７３　マーカの画像
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８０　管電圧設定装置
Ｎ　乳房
Ｒ　放射線
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控制单元40获取指示插入在压迫板32和乳房N之间的声学​​匹配构件50的
类型的类型信息。控制单元40，在执行乳房N被设置为所述第一管电
压，声的唯一放射线图像拍摄和乳房N的放射线照相图像的成像和超声图
像的情况下的发光部25的辐射的管电压使用在连续插入匹配构件50时获
取的类型信息，辐射发射单元25的管电压在第一管电压和第一管电压之
间切换
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